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あ

す
が
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

　
　
　
　
　
妻
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
枠
で
三
カ
所
と
い
う
叢
し
い
状
況
の
中
で
・
高
地
区
の
補

助
’
　
が
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
市
街
地
再
開
発
事
棄
を
は
じ
め
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
、

な
．
一
層
の
弾
み
を
つ
け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
放
送
大
学
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
北
部
の
総
力
を
結
集
し
、
官
民

体
と
な
っ
た
誘
致
運
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
本
市
へ
の
誘
致
が
決
定
い
た
し
た
こ
と
は
、
誠

喜
び
に
耐
え
な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
．
「
い
つ
で
も
　
ど
こ
で
も
　
だ
れ
で
も
」
が
学
べ
る
と
い

了
し
い
理
念
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
放
送
大
学
を
本
市
に
設
置
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
生
涯
に

り
質
の
高
い
教
育
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
中
心
施
設
と
し
て
、
ま
さ
に
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
〔
長

年
の
芳
が
報
わ
れ
た
も
の
と
考
そ
い
る
と
・
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
＋
月
百
開
講
予
定
で
亨

ま
す
の
で
、
数
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
賊

　
本
年
は
、
記
念
す
べ
き
市
制
四
十
五
周
年
を
迎
え
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
新
た
な
決
意
の
も
と
尺
本

市
の
三
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
ま
す
「
鉄
道
高
架
と
市
街
地
再
開
発
事
業
、
細
島
ウ
ォ
ー
タ
ー
乳
ロ
ン

・
ト
事
業
、
財
光
寺
南
土
地
区
画
整
理
事
業
」
を
柱
に
、
都
市
計
画
、
下
水
道
、
住
環
境
の
整
備
な
ど
の
都

市
基
盤
の
整
備
、
農
村
地
域
の
生
活
環
境
の
整
備
、
自
然
を
生
か
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
「
日
向
サ
ン

パ
ー
ク
」
事
業
、
二
郷
地
域
と
連
携
し
た
広
域
観
光
な
ど
、
更
な
る
産
業
の
振
興
と
市
民
福
祉
の
向
上
を

目
指
し
、
「
う
る
お
い
と
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
実
現
の
た
め
、
全
力
を
尽
く
し
て
参
る
覚
悟

で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
市
政
運
営
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
伊
ま
す
。

　
こ
の
一
年
が
、
皆
様
に
取
り
ま
し
て
、
健
や
か
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
こ
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
包

に
わ
た
り
順
調
に
運
営
ノ
．
」
き
た
こ
と

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
、
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こ
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瞬

終
世
町
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鑑

ひ

璽
、画　
技
遜
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託
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りに
寧さ．

濃

㌃
ぼ
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こ幽騨

咋

＼賊

　　

@
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
・
ざ
・
美
市
民
・
皆
様
に
は
・
希
望
に
満
落
襲
を
お
聖
の

　
　
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
h
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
険
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昨
年
は
、
市
議
会
議
員
改
選
の
年
で
あ
り
、
五
月
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
臨
時
市
議
会
業
お
き
ま
し
て
、

蒲
難
薮
罰
藻
輪
畑
懸
出
田
こ
の
榊
闘
鶏
藤
誌
議
臆
喬
撮
磐

　
　
支
援
ど
こ
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
一
　
ノ

し
悪
戦
鰭
雛
撫
難
鴛
濃
隙
㏄
騨
酔
欝
難
論
鑑

熱
灘
灘
蕪
悪
難
難
薫
難

　
ギ
ー
、
．
謬
、
麟
出
鶉
礫
薮
藤
噺
鰯
鉾
融
認
鞭
謙
挿

　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
平
成
三
年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
第
三
次
総

　
　
幕
画
に
基
づ
き
、
都
婁
嚢
の
整
備
を
は
じ
め
、
住
民
福
祉
の
さ
ら
な
る
向
上
を
日
指
し
、
H
標
と
す

　
　
る
都
市
像
の
「
産
血
が
栄
え
輪
文
化
の
香
り
高
い
都
市
」
実
現
の
た
め
に
鋭
識
努
か
を
重
ね
て
い
る
と
こ

　
　
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
、
そ
の
第
弾
工
吹
総
合
計
画
の
前
期
基
本
計
画
も
平
成
七
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と

　
　
か
ら
、
平
成
八
年
度
か
ら
十
二
布
度
ま
で
の
後
期
基
本
計
画
の
策
定
が
な
さ
れ
る
年
で
も
ご
ざ
い
ま
す
．
．

　
　
来
る
べ
き
．
…
十
一
世
紀
へ
向
け
皐
日
向
市
が
さ
ら
な
る
飛
躍
、
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
市
民
一
丸
と

　
　
な
つ
眈
集
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

7
　
駅
灘
潔
、
、
獺
警
錨
鮭
論
航
開
門
払
瑠
員
一
同
市

　
　
　
こ
こ
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

　
　
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
　
新
年
の
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。
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産
業
が
栄
え
文
化
の
香
り
高
い
都
市
ヘ
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

4

昨
年
末
、
日
向
市
が
長
年
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
日
向
市
駅
連
続
立
体
交
差
事
業
（
補

助
調
査
）
と
放
送
大
学
誘
致
に
平
成
八
年
度
の
国
の
予
算
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

一一

¥
一
世
紀
に
向
け
て
「
産
業
が
栄
え
、
文
化
の
香
り
高
い
都
市
」
を
目
指
す
日
向

市
に
と
っ
て
、
市
街
地
再
開
発
の
中
心
と
な
る
連
続
立
体
交
差
事
業
、
生
涯
学
習
施

設
の
拠
点
と
な
る
放
送
大
学
の
誘
致
が
実
現
し
た
こ
と
は
、
必
ず
ま
ち
づ
く
り
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
弾
み
を
つ
け
る
連
続
立
体
交
差
事
業

早
期
の
鉄
道
高
架
が
待
た
れ
る
現
日
向
市
駅

東
西
市
街
地
を
一
体
的
に

　
日
向
市
の
市
街
地
中
心
部
は
、
多
く

の
踏
切
が
あ
り
、
線
路
が
市
街
地
を
東

西
に
分
断
し
て
い
ま
す
．
．
結
果
、
慢
性

的
な
交
通
渋
滞
が
発
生
し
、
近
代
的
な

街
並
み
へ
の
発
展
を
妨
げ
る
要
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
あ
の
宮
崎

市
駅
の
よ
う
に
線
路
を
高
く
持
ち
上

げ
、
人
や
車
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
し

ょ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
よ
っ
て
、
東

西
市
街
地
の
一
体
的
な
土
地
利
用
を
図

り
、
ひ
い
て
は
商
業
地
域
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
日
向
市
の
場
合
は
、

こ
の
連
続
立
体
交
差
事
業
と
合
わ
せ
、

土
地
区
画
整
理
事
業
、
特
定
商
業
集
積

整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
．
、

　
計
画
で
は
、
北
町
通
線
か
ら
塩
見
川

右
岸
ま
で
の
区
間
一
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
中
心
に
、
そ
の
前
後
の
取
り
付
け

区
間
合
わ
せ
て
二
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
高
架
さ
せ
る
計
画
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
あ
る
亀
ケ
先
踏
切
、
原

町
踏
切
、
天
神
踏
切
の
三
つ
の
踏
切
を

除
去
し
、
北
町
通
線
、
草
場
細
島
通
線
、

国
道
三
二
七
ロ
ゲ
線
と
新
規
路
線
二
路
線

の
計
五
路
線
を
立
体
交
差
さ
せ
る
計
画

で
、
順
調
に
い
け
ば
平
成
十
、
年
度
に

は
事
業
に
着
手
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
概
算
事
業
費

で
約
百
十
億
円
に
な
り
、
こ
の
額
だ
と

日
向
市
は
約
．
一
十
六
億
円
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

早
期
実
現
の
た
め
に

ご
理
解
と
こ
協
力
を

　
今
回
、
国
の
連
続
立
体
交
差
事
業
の

補
助
調
査
地
域
は
全
国
で
一
．
一
ヵ
所
と
い

う
厳
し
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
B

向
地
区
の
調
査
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
．
一

こ
れ
は
、
建
設
省
や
県
は
も
ち
ろ
ん
、

議
会
、
商
工
会
議
所
、
地
元
区
長
会
を

は
じ
め
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
今
後
、
補
助
調
査
を
踏
ま
え
、
具
体

的
な
計
画
に
基
づ
い
た
説
明
を
地
元
の

住
民
の
方
々
に
行
い
な
が
ら
、
よ
り
一

層
の
ご
理
解
を
求
め
、
事
業
に
対
す
る

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
．
．

　
ま
た
、
事
業
着
手
前
に
必
要
な
協
議
、

都
市
計
画
法
上
の
手
続
き
な
ど
を
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
実
施
し
て
い
た
だ

き
、
早
期
の
事
業
着
手
に
向
け
て
国
、

県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

口
向
市
駅
鉄
道
高
架
実
現
へ

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み

昭
和
4
4
年
4
月
　
日
向
市
総
合
計
画
に
お
い
て
鉄

　
　
　
　
道
高
架
を
建
設
す
る
こ
と
を
位

　
　
　
　
置
づ
け
る

昭
和
5
7
年
1
2
月
　
国
鉄
日
豊
本
線
鉄
道
高
架
事
業

　
　
　
　
に
伴
う
調
査
を
実
施

昭
和
5
9
年
6
月
　
日
向
市
鉄
道
高
架
推
進
対
策
会

　
　
　
　
議
を
設
置

平
成
元
年
1
1
月
　
鉄
道
高
架
に
つ
い
て
県
に
重
点

　
　
　
　
要
望
事
項
と
し
て
陳
情

平
成
2
年
2
月
　
J
R
九
州
・
J
R
貨
物
・
国
鉄

　
　
　
　
溝
算
事
業
団
に
鉄
道
高
架
に
つ

　
　
　
　
い
て
の
陳
情

　
　
5
月
日
向
市
地
域
開
発
調
査
研
究

　
　
　
　
会
・
新
町
地
域
商
店
街
開
発
推

　
　
　
　
誤
電
議
会
発
足

　
　
6
月
　
市
と
の
懇
談
会

　
　
9
月
　
鉄
道
高
架
事
業
に
つ
い
て
県
に

　
　
　
　
最
重
点
要
望
事
項
と
し
て
陳
情

　
　
1
1
月
　
市
と
協
議
会
と
の
懇
談
会

平
成
3
年
7
月
　
鉄
道
高
架
事
業
に
つ
い
て
県
に

　
　
　
　
最
重
点
要
望
事
項
と
し
て
陳
惰

　
　
1
0
月
　
市
と
協
議
会
と
の
懇
談
会

平
成
5
年
4
月
　
日
向
市
駅
高
架
建
設
促
進
期
成

　
　
　
　
同
盟
会
発
足
・
日
向
市
駅
鉄
道

　
　
　
　
高
架
建
設
促
進
総
決
起
大
会
開

　
　
　
　
催
・
国
、
県
へ
陳
情

平
成
6
年
4
月
　
日
向
市
駅
連
続
立
体
交
差
対
策

　
　
　
　
室
を
設
置
・
国
、
県
へ
陳
情

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
が
学
べ
る
放
送
大
学

官
民
一
体
で
誘
致
決
定

　
日
向
市
を
含
む
県
北
十
五
市
町
村
で

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
放
送
大
学
地
域

学
習
セ
ン
タ
ー
の
平
成
八
年
度
の
日
向

市
設
置
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
放
送
大
学
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
平

成
三
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
、
平

成
五
年
度
に
は
、
二
十
一
の
民
間
団
体

で
構
成
す
る
「
放
送
大
学
誘
致
期
成

会
」
、
県
北
十
五
市
町
村
の
市
町
村
長
、

議
会
議
長
及
び
教
育
長
で
構
成
す
る

放
送
大
学
が
設
置
さ
れ
る
現
市
立
図
書
館

「
宮
崎
県
放
送
大
学
誘
致
期
成
同
盟
会
」

を
結
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
H
向
市
民
を
は
じ
め

県
立
十
五
市
町
村
の
住
民
の
皆
様
の
官

民
一
体
と
な
っ
た
熱
乱
心
が
、
今
回
の
誘

致
決
定
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
す
．
、

　
市
で
は
、
現
市
立
図
書
館
を
旧
保
健

所
跡
へ
移
転
し
、
そ
こ
へ
放
送
大
学
を

設
置
し
ま
す
。
図
書
館
の
移
転
後
、
七

月
ま
で
に
改
修
を
行
い
、
今
年
十
月
一

日
の
開
校
を
目
指
し
ま
す
。

一一

齦
S
科
目
の
中
か
ら
選
択

　
放
送
大
学
は
「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

だ
れ
で
も
」
が
学
べ
る
と
い
う
新
し
い

理
念
に
基
づ
い
て
国
が
設
立
し
た
大
学

〔
教
育
学
部
）
で
す
．
．
各
県
一
校
を
原
則

と
し
、
宮
崎
県
で
は
1
1
向
市
へ
の
設
置

と
な
っ
た
も
の
で
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
で
授
業
を
行
い
、
家
に
居
な
が
ら
に

学びやすい学習システム

し
て
学
習
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
放
送
大
学

の
電
波
は
関
東
地
域
で
し
か
受
信
で
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
以
外
の
地
域
に
お
い
て

は
、
放
送
で
使
用
さ
れ
た
も
の
と
同
じ

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
オ
ー
デ
ィ
オ
テ
ー
プ

を
視
聴
し
て
学
習
す
る
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
．

口
向
市
に
設
置
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
地

域
学
習
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
放
送
大
学
で
は
、
十
八
歳
以
上
の
方

な
ら
ど
な
た
で
も
無
試
験
で
入
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
．
．
教
育
学
部
の
約
三

百
科
目
と
い
う
幅
広
い
分
野
か
ら
一
側

H
だ
け
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
．
．

　
ま
た
、
放
送
大
学
の
学
生
の
種
類
は
、

四
年
間
在
学
し
て
卒
業
を
目
指
す
全
科

履
修
生
、
自
分
の
学
び
た
い
科
目
を
二

学
期
間
二
年
間
）
学
習
す
る
選
科
履

修
生
、
同
様
に
一
学
期
間
（
六
カ
月
）

学
習
す
る
科
目
履
修
生
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
全
科
履
修
生
で
卒
業
す
れ

ば
、
学
L
（
教
養
）
の
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
は
、
放
送
衛
星
打
ち
し
げ
ま
で
の

問
、
選
科
履
修
生
と
科
目
履
修
生
の
み

に
な
り
ま
す
。

五
百
人
の
学
生
を
確
保

　
放
送
大
学
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
質

の
高
い
古
同
度
な
教
育
を
受
け
た
い
と
い

う
地
元
市
民
を
は
じ
め
、
宮
崎
県
民
の

学
習
意
欲
に
こ
た
え
る
施
設
で
す
．
．

　
放
送
大
学
で
は
、
十
月
　
1
1
の
開
校

に
当
た
り
五
百
人
の
学
生
を
見
込
ん
で

い
ま
す
．
、
学
費
に
つ
い
て
は
、
人
学
金

が
選
科
履
修
生
で
六
千
円
、
科
目
履
修

生
で
四
壬
円
、
授
業
料
は
一
単
位
あ
た

り
共
に
四
千
円
で
す
。

　
職
場
の
研
修
な
ど
に
も
利
用
で
き
る

放
送
大
学
に
、
個
人
は
も
ち
ろ
ん
事
業

所
ぐ
る
み
で
入
学
し
て
く
だ
さ
い
。
事

業
所
等
で
ま
と
め
て
一
．
十
人
以
ヒ
の
集

団
で
申
し
込
む
と
人
学
料
が
割
り
引
き

に
な
る
な
ど
の
特
別
な
措
置
も
設
け
て

あ
り
ま
す
．
、

唇
「
．

轟
5
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條
ﾔ
ヘ
ル
パ
ー
事
業
な
ど
1
1
億
6
2
8
2
万
円
を
補
正

平
成
七
年
第
五
回
（
十
一
一
月
定
例
会
）
日
向
市
議
会
が
、
十
二
月
四
日
か
ら
二

十
一
日
ま
で
の
十
八
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
条
例
四
件
、
事
件
決
議
（
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
、
字
の
区

域
の
変
更
、
公
有
水
面
埋
立
免
許
に
係
る
意
見
）
三
件
、
補
正
予
算
十
件
及
び

平
成
六
年
度
歳
入
歳
出
決
算
十
件
の
計
二
十
七
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

．
「
補
正
予
算
関
係
♂

平
成
七
年
度
日
向
市
［
般
会
計

　
　
　
　
　
補
正
予
算
に
つ
い
て

　「
「闘、

’↓

rメ　」

　　ま

　　1
日

通≠’

建

　　をめ加
内補レ
誰IE

「1〆＝

’罫

婁
費
と
F

ドL

　　又．目［1

　　　’［［II

↑なノ計＿
ノ「 o　［111　ノし

下・も月
　　「，婁．　壬
　．5」天口我
　　ノ．’　／、
「i

　　置畳ム

八回
1一復の

＝に楠
ノ∫努1レ

六めr
τ．る算

円たに

亀
崎
L
地
区
画
整
理
喋
、
表
、
ド
ケ
決
着

嵐
改
良
事
業
、
下
知
屋
小
学
校
運
動
場

舜
－
備
事
業
、
財
光
芋
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
ダ
ー
建
旧
事
盟
飛
漁
な
レ
　
じ
ト
L
ハ
倍
障
．
、
一
五
－
八

卜
圧
万
円
、
物
件
費
と
し
て
．
．
卜
四
時

間
対
応
ヘ
ル
パ
ー
〔
巡
回
型
〕
事
業
、

L
山
人
ガ
イ
ド
ヘ
ル
ハ
ー
派
遣
事
業
な
ど

に
．
．
r
κ
百
六
レ
．
一
万
円
な
ど
で
す

　
禰
正
後
の
平
成
ヒ
年
・
度
．
般
会
「
巴
r

デ
貝
よ
、
．
i
し
．
、
一
音
い
呵
r
」
し
写
一
．
一
L
I

　
各
ー
ヒ
　
　
　
，
「
ノ
ー
　
　
　
f
一
　
　
　
　
　
　
「

四
万
六
下
山
に
な
り
ま
し
た
．

．
・
条
例
関
係
》

日
向
市
家
庭
奉
仕
員

派
遣
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
日
向
市
家
庭
奉
仕
員
派
遣
f
数
料
徴

収
条
例
と
は
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に

支
払
の
あ
る
老
人
、
身
体
章
害
者
ま
た

は
心
身
障
害
児
の
日
常
生
活
の
匿
話
を

行
う
家
庭
希
仕
口
只
を
派
遣
し
た
場
合
の

徴
収
す
る
手
数
料
に
つ
い
て
必
要
な
事

項
を
定
め
た
も
の
一
．
」
す
．

　
今
回
の
平
貝
で
は
、
平
成
八
年
．
月

．
日
か
ら
．
．
卜
四
時
間
対
応
の
ザ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
伴
い
、
深
夜
の

時
間
帯
（
乍
後
九
時
か
ら
竿
前
し
時
ま

で
　
の
利
用
音
負
担
額
を
設
定
し
た
も

の
て
す

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

日
向
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に

関
す
る
条
例

　
こ
の
条
例
は
、
政
治
倫
理
の
確
迄
の

た
め
の
国
／
　
二
日
ハ
の
資
産
㌔
の
公
開
に

関
す
る
法
律
の
娩
定
に
基
づ
く
も
の

で
、
市
艮
の
資
産
警
の
公
開
に
閃
す
る

事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
．

　
こ
の
条
例
の
呼
決
に
よ
り
市
長
は
、

卜
．
一
一
．
、
．
卜
．
1
、
　
フ
．
－
し
、
ト
ー
ン
突
こ

　
　
　
　
　
　
ー
カ
ム
レ
．
「
　
／
　
　
一
戸
ρ
一

市
長
の
有
す
る
資
産
等
を
公
開
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
．

6

脚

鰯
ム

　
　
　
　
　
　
　
ノ

無
下
4
イ

水道料金改定表　e
　　　　　（）内は現行のもの

灘

日から
1

4月水道料金奄改定12年

ぶり

料　金 基本料金 超過将金
用途・口径 水　量 金　額 水　量 翁　韻

l　　　　kl Li即日 ’を

．・一．E；

一．． A1‘・：弓

lhllI

‘・㍉ヒ　ニ．二

2，71111円

、も1－　｛一勺
2、Ili11． 　‘一㌧瓦『

･　　訊．；て

川
1
1
」

，こ㌧3
18u

L31叶1

lLIこ　‘一トL
3．Ili1・．

」1，　　　　・舌．　　　　　一
1111円

・般用 囲宙 ；．1一・一・啄馳

「il、　・一ト1

6，lihり

111111

三■11トII

メート／レ
L．二毛

181ト円

7＝こ1‘一い；

11斗，剥1 ．叩．∵…，1そ
1311，

1い1山1

い1、1｛・．・『
2県川円

Pi、II．1㌧1

：1闘．1．　一㍉，を

@　し　二き

h1〔llll

D目口

ピ筋ズー．ト1レにつき】軋1軋朝13川1

船 舶　　用 ※たたし、時間外 4ζについては1L」・：1戸一．卜

ルにつき15〔〕i［1．3調

Lイ i事その他の

臨 時　　用

1　LIF：ノ∫メー一　ト　，レにつき3〔［〔，ill「25‘〕、

私奴消化栓用 1　・ビ方メー　トルにつき3眠，Flr25〔B
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’

昨
年
、
市
は
水
道
料
金
審
議
会
（
橋
ロ
元
喜
会
長
ほ
か
十
二
人
で
構
成
）
に
水

道
料
金
改
定
の
可
否
に
つ
い
て
諮
問
し
、
同
審
議
会
か
ら
、
平
均
三
〇
・
三
三

パ
ー
セ
ン
ト
の
必
要
最
小
限
の
料
金
改
定
は
避
け
ら
れ
な
い
と
の
答
申
を
受
け

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
答
申
に
基
づ
き
十
一
一
月
定
例
市
議
会
で
「
条
例
改
正
」
を
提
案
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
原
案
ど
お
り
に
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
料
金
は

六
月
検
針
の
納
付
書
か
ら

水
道
事
業
は
、
．
平
成
κ
年
度
、
六

万
円
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
で
は
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
改
修
・
維
持
管

理
や
コ
安
全
で
お
い
し
い
水
の
供
給
し

も
極
め
て
困
難
に
な
る
こ
と
か
ら
、

改
定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
も
の

で
す
。
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
多
数

を
占
め
る
一
般
家
庭
（
小
口
需
要
者
）

の
料
金
引
き
上
げ
率
が
平
均
を
上
同

ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。
改

定
後
の
料
金
は
、
四
月
使
用
分
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
六
月
検
針
の

納
付
書
か
ら
新
料
金
に
な
り
ま
す
．
、

　
な
お
、
今
後
は
、
三
年
ご
と
に
料

金
の
見
直
し
を
す
る
よ
う
に
も
答
申

さ
れ
ま
し
た
。

料金早見表（管ロ径15～25ミリメートルの2ヶ一分〉

　　　　　　　　　　　　　　　　（消費税を含む）

年
度
と
赤
字
決
算
で
、
今
後
も
現
行

料
金
体
系
で
推
移
す
る
と
、
平
成
八

年
度
か
ら
の
．
．
一
年
間
（
平
成
十
年
度

ま
で
V
で
累
計
赤
字
が
約
五
億
一
千

料
金
納
入

　
　
　
四
月
か
ら
毎
月
納
入
に
変
更

　
こ
れ
ま
で
、
水
道
料
金
に
つ
い
て

は
、
隔
月
（
ニ
カ
月
に
一
回
）
に
納

入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、

水
道
料
金
も
他
の
公
共
料
金
と
同
様

に
四
月
か
ら
従
来
の
二
分
の
一
を

コ
毎
月
納
入
し
に
変
更
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
納
入
し
や
す
く
な
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
．
、

　
ま
た
、
水
道
申
し
込
み
の
際
、
予

納
金
と
し
て
基
本
料
金
の
一
．
カ
月
分

を
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
チ
納
金
制
度
を
廃
止
し
ま

し
た
六
月
以
降
、
該
当
す
る
納
入

者
に
順
次
お
返
し
し
ま
す
が
、
そ
の

際
に
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

7
‘



　
灘
坊
市
で
の
数
日
間
は
、
私
た
ち

日
本
人
が
忘
れ
て
い
た
「
人
と
の
ふ

れ
あ
い
、
純
朴
さ
」
を
私
に
思
い
出

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
，
、

　
今
は
、
耳
目
市
の
人
々
が
、
親
戚

や
友
達
の
よ
う
な
気
さ
え
し
、
外
国

人
拒
絶
症
だ
っ
た
私
で
も
、
も
う
「

度
訪
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

浸1

　　．．A、

第2回交流団参加

濱本慶子さん

私たちも参加しました

第3回交流団参加

那須光一さん

　
灘
坊
市
へ
の
旅
は
、
遠
い
中
国
離

坊
市
を
と
て
も
近
く
に
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
．
）
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
は
、
「
百
聞
は
「

見
に
如
か
ず
」
で
す
。
今
年
は
、
友

好
都
市
締
結
1
0
周
年
。
こ
れ
か
ら
は
、

も
っ
と
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

繕橡繕丞言前毎嘉，計
年
は
、
中
国
濡
坊
市
と
の
友
好
都

結
1
0
周
年
の
．
記
く
．
心
す
べ
き
年
で
す
．
、

年
、
多
く
の
市
民
の
方
が
友
好
交

員
と
し
て
、
友
好
都
市
誰
坊
市
を

し
て
い
ま
す
．
、
今
年
は
、
あ
な
た

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
．

行
日
程
1
1
4
月
1
8
日
〔
木
）
一
2
5
日

の
8
目
問
．
、
灘
坊
市
で
の
世
界
風

凧
あ
げ
〕
大
会
観
覧
の
ほ
か
、
北

ヒ
海
の
観
光
も
．
・
r
醒
し
て
い
ま
す

集
人
員
1
1
目
向
市
民
1
5
人
（
1
8
歳

．
た
だ
し
学
生
は
除
く
｝

長
、
通
訳
等
数
名
が
随
行
し
ま
す

行
経
費
1
1
約
1
6
万
円
程
度

※
た
だ
し
、
中
国
の
事
情
で
若
干
の
変

更
が
“
r
想
さ
れ
ま
す

◇
申
込
方
法
1
1
所
定
の
申
込
書
を
H
向

市
塵
坊
市
交
流
促
進
協
議
会
事
務
局
・

市
諏
園
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
申

込
書
は
、
市
総
務
課
に
あ
り
ま
す
）

◇
募
集
期
問
目
2
月
9
日
～
1
5
日
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

◇
そ
の
他
1
1
交
流
団
確
定
後
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
．
、
旅
行
の
諸
手
配
は
、

委
託
し
た
旅
行
会
社
が
行
い
ま
す

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
目
向
市
離
坊
市
交
流

促
進
協
議
会
事
務
局
　
市
総
務
課
（
容

内
線
2
2
2
2
）

友
好
都
市
隠
坊
市
へ
行
き
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
第
4
回
市
民
友
好
交
流
団
員
募
集

日向市は359人の増
　　　平成7年国勢調査結果

　昨年10月1日現在で行われました平成7年国勢調

査の結果が発表されました。

　日向市は、総数58．801人、男27．842人置女30．959人、

世帯数20．555世帯で、前回（平成2年〉に比べ359

人増えています。調査期間中、市民の皆様をはじめ、

調査員、指導員の皆様、本当にご協力ありがとうご

ざいました。

　県内9市の結果を見ると、増えたのは日向市を含

め宮崎市と都城市の3市だけです。また、宮崎市は

今回の調査で300．054人となり、30万都市の仲間入り

を果たしました。

の58．926人でした。以下、上位当選者は次のとおり。

◇2位＝黒木由美子（深溝）平田喜美江（櫛の山団地）

◇3位＝長尾信吾（切島山2）松岡一二三（公園通り）

藤本剛（江良町）　　　　　　　　　　　《敬称略》

日向市の人口動態〈H8．1．1・現在＞

　　　　　　　　　　　1）内前月比

表
彰
式
に
出
席
し
た
当
選
者

人 口　　　　　58，957　ノ＼ （＋346）

人口予想クイズ1位は甲斐茂勝さん
男 27，943人 （＋368）

女 3LO14人 （一22）

　市では、先に募集しました「平成7年国勢調査日

向市人口予想クイズ」の当選者を発表し記念品を贈

りました。その結果、1位は甲斐茂勝さん（堀．一方）

世帯数　20．511世帯　（一617）

にの数字は、平成7年国勢調査を元にした数字です〕

出生50人死亡26人転入180人転出l17人
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平成8年度市県民税申告相談所開設日程今

川目 曜 時　　間 場　　　所 地　　区　　名

21．1 水 9：3〔ト15130 勤労1、沙年ホーン、
北田1’・都　1∫・日1り』・中町’・

�c↓．・蓉1町．・広1乙

15 木 9：3〔卜15：30 勤ツ靖少年ホーム

本谷・西川内・中原・高見

ｴ通り・目向台・岸原・俸

ｴ町
16
金 9：30－15：30 勤う靖少年ホーム 輯．場・［騨．場・花甲丘・i聖洋園

19 月

9；30～15：30 富　島　漁　協
宮のト．・高々谷・八幡弓｛1

S司・八坂・伊勢

9：30～15：3［1 細島公民館 清IE・、ヤ野川・地蔵・畑1甫
20
火 9：30～15：30 日知屋公民館 原町・鶴町．・新生岡1．・自派1．

21 水 9：30－15：3〔」 日和屋公民館

浜町・中堀町・伊勢帽1レ
ｽ野町・平野・II序町・堀一方・深溝

22 木 9130～15：3｛， 日知1屋公民館 曽根町塩田・堀ll団地・占田

23 金 9：3（ト15：30 明知屋公民館
永江町・永江・江良町’・公

�通り・櫛のih団地

26 月 9：3〔，～15：3｛｝ 美々津公民館

別府・駅通り・・1・：縫・綿旺1「

E石車・遠見・幸脇・甲州・

]瀬

火

9：30～15：30 高松公民館 宮の下・高松・落鹿27

13：3（1－15：30 田の原公民館 出の原

水
9：30一［5：30 南口向公民館 秋留・美砂・曙

28

13＝30～艮5：30

鵜毛公民館 鵜毛

29 木

9：3（1－15：30 南日向公民館
笹野東・笹野中・笹野［1頃・

焜P浜・本宮

13：3〔ト15：30

籾木公民館 楓木
31 金 9130～15：30 農村．婦人の家 ［附・新財rl∫・丁・束L［・．巳の巣

i 月 9：30～15：30 農村婦人の家 奥野・永田・権現原

5 火 9：3G～15；30 切削12区公民館 匂鳩山1・切島山2

6 水 9：3【．ト15：30 松原公民館 松原・沖町

7 木 9：30－15：30 往還公民館
往還・往還町・1旧・’・IIIド

ｬ・野江団地

8 金 9：30～15＝30 比良公民館 比良・比良細引1路［・f1地

9：30－12二〇〇 梶木公民館 梶イく・梶イく町
ll 月

13：3〔ト15：3〔． 庄手公民館 ri千・たE谷・た⊥1町
12 火 9：3｛ト15：3〔〕 亀崎東公民館 亀崎東・亀劇1・亀崎1笥・rけ」江町

13 水

1．1 木 9：30～15：30 中央公民館
L記期1ぽでに申告で

ｫなかった人
15 金

申
告
を
し
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
な
ら
な
い
人

　
平
成
8
年
－
口
口
ロ
現
在
、

住
民
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で

前
年
中
〔
1
月
～
1
2
月
〕
に
事

業
所
得
〔
営
業
・
農
業
・
こ
の

ほ
か
の
事
業
）
や
給
与
所
得
（
賃

金
な
ど
）
、
公
的
年
金
な
ど
の

所
得
、
資
産
所
得
〔
利
エ
ー
配

当
・
．
小
動
産
な
ど
の
所
得
）
な

ど
が
あ
っ
た
人
で
す
．
．

　
た
だ
し
、
勤
務
先
な
ど
か
ら

給
う
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出

移
動
相
談
を

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
移
動
申
告
相
談
を

別
表
の
と
お
ー
ー
行
い
ま
す
。
該

当
す
る
日
時
に
相
談
を
受
け
、

平
成
8
年
度
の
「
市
県
民
税
」
「
所
得
税
」
の
申
告
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。
市
県
民
税
は
、

2
月
1
4
日
か
ら
受
付
を
始
め
ま
す
。
期
限
は
、
3
月
1
5
日
ま
で
で
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申
告
を
し
な
い
と
児
童
手
当
、
保
険
給
付
、
保
育
所
入

所
、
奨
学
金
貸
付
、
母
子
栄
養
強
化
事
業
な
ど
の
住
民
と
し
て
の
特
典
を
受
け
よ
う
と
す
る

と
き
に
支
障
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
、

税
金
の
申
告
時
期
到
来

　
　
　
　
　
　
市
県
民
税
の
申
告
は
2
月
1
4
日
～
3
月
1
5
日

さ
れ
た
人
や
．
平
成
7
年
分
の
確

定
中
告
書
を
税
務
署
へ
提
出
す

る
人
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
．
．
し
か
し
、
次
に
該
当
す

る
人
は
、
申
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
．
、

◆
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が

あ
っ
た
人

◆
給
5
．
所
得
の
人
で
も
、
医
療

費
控
除
や
雑
損
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
人

　指定日に申告できない人は、3月5日から12日ま

では市税務課、3月13日から15日までは中央公民館

で受け付けますが、指定日以外の相談受付は大変混

雑し長時閤お待ちいただくことになりますので、ぜ

ひ指定日に申告してください。2月14日から3月4

日までは、市役所での申告相談は行いません。

税務署からのお知らせ

　所得税の確定申告は、

2月16日から3月15Hま

でです。日向．市では、2

月19日から23日の5目間

（午前9時一午後4時）、

中央公民館で受け付けま
す。

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
昨
年
の
会
場
と
一
部
変
更

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
く

確
か
め
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
移
動
相
談
開
設
期
間

中
の
2
月
1
4
日
か
ら
3
月
4
日

ま
で
は
、
市
役
所
で
の
申
告
相

談
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
．
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四■堕二二■』臨』麓塗彪』酋

　　　常に高い理想の追求が大切です・

　成人の日式典が1月15日、市文化交流センターで行

われました。今年、日向市の成人者は男389人、女366

入の計755人。会場は華やかな振り袖や真新しいスー

ツに身を包んだ新成人者が、友人との久しぶりの再会

に歓声をあげていました。式典では、新成人者を代表

して濱上功さんと岡田千秋さんが「心ある大人として

努力します」と誓いの言葉を述べました。

凄＿ゐ＿＿L

1口

常
縛

☆広報ひゆうがに載っ
た写真を差し上げま
す。

★連絡先／市企画課・
広報統計係
君52－2111内線2213

　　　今年こそ
　」昌　　　　　交通事故「0」に

　．，ぞ

’　ψ　　　1月11日、交通安全

　　　祈願祭が行われました。

　　　　日向市は昨年、県下
　　　でも一番多く交通死亡
　　　事故が発生しました。
　　　　今年こそは、交通事
故「0」に向かってみんなで努

力しましよう。

市民大賞に

　　　佐藤弘徳さん

’95日向現代彫刻展の市

民大賞に、延岡市の佐藤

弘徳さんの作品「むすん
でひらいて」が選はれま
した。

　この作品は、市が買い

上げて、市文化交流セン

ターに設置します。

新春の初頭を飾る消防出初め式

　日向市消防出初め式が1月4
日、お倉ケ浜総合公園で行われ、

消防団など700人が参加しました。

　ラッパ隊を先頭に入場後、第1

分団第1部・帆足武男部長が「6

万市民の期待にこたえます」と力
強く宣誓しました。

▼市内最高齢の三輪さん

11

則刀，1．

いつまでも長生きしてください

見

鶴

　三樹市長は12月27日、市内の寝たき

り高齢者を訪閤し見舞品を贈り励まし

ました。庄手区の鶴田半十郎さん方を

訪問した市長は、「風邪などに気をつ

けてください」と見舞品を手渡しまし
た。また、1月18日には、市内最高齢

の三輪ナルさんを訪問し、103歳の誕生

日を祝いました。

市政インフォメーション

¶　6 1　L　　l　」’　i匿　　」

　　　　　　　　　■
6’

－
’
甲
奮－＝
目
ド

（
．

A
　
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
日
本
国

内
に
住
所
の
あ
る
人
は
、
す
べ
て
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
国
民
に

Q
2
0
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に

入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
聞
き
ま

し
た
が
、
本
当
で
し
ょ
う
か
。

　
実
は
、
2
0
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の

息
子
（
大
学
生
）
と
2
2
歳
に
な
る
娘

（
家
事
手
伝
い
）
が
い
ま
す
が
、
ま

だ
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。

国
民
年
金

Q
＆
A

共
通
の
「
基
礎
年
金
」
を
給
付
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
自
営
業
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

会
社
員
や
大
学
生
な
ど
も
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。
あ
な
た
の
子
ど
も
さ

ん
は
、
二
人
と
も
2
0
歳
以
上
と
い
う

こ
と
で
す
か
ら
、
早
速
加
入
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
2
2
歳
の
子
ど
も
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
2
0
歳
の
時
点
で
加
入
義
務

が
発
生
し
て
い
た
訳
で
す
か
ら
、
2
0

歳
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
未
納
の
保
険
料
は
2

年
以
上
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

が
、
幸
い
2
年
以
内
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
学
生
の
子
ど
も
さ
ん
の

場
合
、
以
前
は
任
意
加
入
で
し
た
が
、

平
成
3
年
度
か
ら
学
生
期
間
中
の
病

気
や
ケ
ガ
に
よ
る
障
害
に
つ
い
て
も

保
障
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
学
生
で
収
入
も
な
く
納
付
が
困

難
な
場
合
、
親
の
収
入
に
よ
っ
て
は

保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
学
生
の

た
め
の
免
除
基
準
が
特
別
に
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
年
金
係
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
図
書
館
は
今
年
、
春
原
町
に
移
転
す

る
た
め
、
3
月
－
日
〔
金
）
か
ら
休
館
し

蔵
書
の
整
理
を
行
い
ま
す
．

　
そ
の
た
め
、
図
爵
を
貸
し
出
せ
る
日

は
2
月
1
5
日
（
木
｝
ま
で
で
、
返
本
は
2

月
2
9
1
一
〔
木
〕
ま
で
と
し
ま
す
．
、

　
図
書
館
を
利
用
の
皆
様
に
は
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
、
．

図
書
館
の
移
転
と

　
貸
し
出
し
制
限
の
お
知
ら
せ

　
寝
た
き
り
や
痴
呆
性
高
齢
者
の
介

護
を
行
っ
て
い
る
家
族
、
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
等
の
相
談
に
応
じ
て
く

れ
る
の
が
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で

気
軽
に
専
門
家
に
相
談
で
き
る
と
と

も
に
、
直
接
市
の
窓
［
に
行
か
な
く

て
も
相
談
者
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
保

健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
が
総
合
的
に

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
て

い
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

◇
業
務
内
容
口
①
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
や
高
齢
者
の
保
健
に
関
す

る
総
合
相
談
②
各
種
住
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
申
請
代
行
③
介
護
機
器
の
展

示
・
利
用
に
関
す
る
相
談
・
使
用
方
法

の
指
導
④
介
護
方
法
の
相
談
・
指
導

⑤
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

◇
相
談
方
法
1
1
電
話
相
談
、
面
接
相

談
（
訪
問
相
談
を
含
む
）

◇
費
用
1
1
無
料

◇
相
談
時
間
1
1
2
4
時
間

◇
相
談
窓
ロ
ー
1
日
向
市
中
央
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
富
高
・
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
永
寿
園
」
内
樋
5
3

1
4
0
0
7
）
・
日
向
市
南
部
在
宅

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
広
げ
よ
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
　
咲
か
せ
よ
う
心

の
広
場
」
で
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時
”
2
月
4
口
（
日
）
午
前
1
0
～

午
後
3
時

◇
場
所
1
1
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
美
々
津
・
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
立
縫
の
里
」

内
倉
5
8
1
1
1
0
0
）

参
加
し
ま
せ
ん
か

96

卲
�
s
福
祉
の
つ
ど
い

乳
量
日
離
で
李

〈
児
童
向
け
V

　
▽
ぼ
く
は
ワ
ニ
の
ク
ロ
ッ
カ
ス
▽
し

ま
う
ま
の
し
め
、
つ
く
り
▽
な
ぞ
と
き
名

人
の
お
姫
さ
ま
▽
ラ
パ
ス
の
青
い
空
▽

ぼ
く
の
空
、
蛙
の
空
▽
国
際
感
覚
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

く
一
般
向
け
V

　
▽
愛
妻
記
（
新
藤
兼
人
へ
▽
恋
の
姿

勢
で
（
由
田
太
ご
▽
鈍
行
乗
り
継
ぎ

湯
け
む
り
紀
行
〔
賀
曽
利
隆
）
▽
女
文

士
（
林
真
理
子
）
▽
「
先
生
は
ウ
ソ
を

．．

D
．
目
つ
た
」
〔
松
岡
寿
夫
〕
▽
初
も
の
が

た
り
（
宮
部
み
ゆ
き
〕
▽
燃
え
さ
か
る

薪
（
會
野
綾
子
）
▽
ぼ
く
の
小
さ
な
野

蛮
人
（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
シ
ャ
ル
ダ

ン
｝
▽
女
4
0
代
「
生
き
た
い
人
生
」
を

生
き
る
コ
ツ
（
塩
月
弥
栄
．
r
）
▽
自
殺

（
矢
貫
隆
｝
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

10



BOX

平
成
8
年
度
の
入
札
参
加

　
平
成
8
年
度
に
市
が
発
注
す

る
建
設
工
事
、
業
務
委
託
、
物

品
購
人
な
ど
の
指
名
競
争
入
札

ま
た
は
見
績
、
も
り
合
わ
せ
に
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
「
参
加

資
格
審
査
申
請
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
要
領
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
対
象
》

◇
建
設
工
事
1
1
上
木
、
建
築
、

舗
装
、
電
気
、
水
道
（
管
）
、
塗
装
、

造
園
、
板
金
な
ど

◇
業
務
委
託
1
1
測
量
、
設
計
、
補

償
、
調
査
、
警
備
、
清
掃
、
運
搬
、

各
種
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

◇
物
品
購
入
1
1
印
刷
、
事
務
用

品
、
電
化
製
品
、
記
念
品
、
被
服
、

自
動
車
、
カ
メ
ラ
、
家
具
、
看
板
、

建
具
な
ど

《
申
請
書
の
様
式
と
添
付
書
類
》

◇
建
設
工
事
1
1
建
設
省
の
統
一

様
式
の
申
請
書
（
H
向
地
区
建

市役所は盈5．2－2111です

設
業
協
会
含
5
2
1
4
1
3
8
に

あ
り
ま
す
）
と
①
工
事
経
歴
書

②
営
業
所
一
覧
表
③
技
術
者
経

歴
書
④
経
営
事
項
審
査
結
果
通

知
書
⑤
建
設
業
許
可
証
明
書

（
更
新
手
続
き
中
で
あ
れ
ば
そ

の
中
．
醐
書
の
控
）
⑤
市
税
完
納

証
明
書
（
法
人
の
場
合
は
、
法

人
と
個
人
の
両
方
）
⑦
建
設
業

退
職
金
共
済
制
度
加
入
証
書
ま

た
は
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
加
入
証
書
⑤
新
規
申
請
で
法

人
組
織
の
場
合
は
登
記
薄
謄
本

⑨
使
用
印
鑑
届
（
原
本
）
⑩
年

間
委
任
状
（
市
外
に
本
社
等
の

あ
る
場
合
）

◇
業
務
委
託
1
1
建
設
省
の
統
一

様
式
の
申
請
書
（
建
設
省
延
岡

工
事
事
務
所
君
0
9
8
2
1
3
1

1
1
1
5
5
に
あ
り
ま
す
）
と

T
へ
測
量
等
実
績
調
書
②
経
営
規

模
等
総
括
表
③
技
術
者
経
歴
書

④
営
業
所
一
覧
表
⑤
各
業
種
の

許
可
証
⑥
市
税
完
納
証
明
書

（
法
人
の
場
合
は
、
法
人
と
個

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　一　一一一

人
の
両
方
）
⑦
新
規
申
請
で
法

人
組
織
の
場
合
は
登
記
簿
謄
本

⑤
使
用
印
鑑
届
（
原
本
）
⑨
年

間
委
任
状
（
市
外
に
本
社
等
の

あ
る
場
合
）

◇
物
品
購
入
1
1
日
向
市
が
指
定

す
る
様
式
の
申
請
書
（
市
契
約

管
理
課
に
あ
り
ま
す
）
と
①
市

税
完
納
証
明
書
（
法
人
の
場
合

は
、
法
人
と
個
人
の
両
方
）
②

新
規
申
請
で
搬
入
組
織
の
場
合

は
登
記
簿
謄
本
③
年
間
委
任
状

（
市
外
に
本
社
等
の
あ
る
場
合
）

受
付
期
間
は
、
2
月
1
日
か
ら

2
月
2
9
日
ま
で
で
、
申
請
書
は

市
契
約
管
理
課
に
直
接
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
物
品
購
人
は
今

回
追
加
受
付
の
た
め
、
有
効
期

間
は
ユ
年
間
で
す
。
昨
年
、
物

品
諸
人
の
申
請
書
を
提
出
し
た

方
は
、
手
続
き
は
不
要
で
す
．
．

ま
た
、
水
道
課
受
付
分
も
契
約

管
理
課
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

水
道
課
へ
別
に
申
請
書
を
提
出

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
市
契
約
管
理
課

（
含
5
4
1
5
7
6
1
）
へ
．
、

先
着
㎜
組
に

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
無
料
招
待
券

　
細
島
港
に
就
航
し
て
い
る

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
で
は
、
昨
年
の

震
災
以
来
よ
う
や
く
1
月
1
0
日

に
日
向
～
神
戸
航
路
に
復
帰
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　一　一　一一

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
、

　
復
帰
に
際
し
「
が
ん
ば
ろ
う

神
戸
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

日
向
～
神
戸
航
路
を
往
復
利
用

の
場
合
、
復
路
を
無
料
ご
招
待

（
先
着
㎜
組
様
）
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
．
、

　
対
象
と
な
る
の
は
、
県
北
1
5

市
町
村
在
住
者
ま
た
は
出
身
者

の
方
で
、
招
待
期
間
は
4
月
2
0

日
ま
で
で
す
．
．

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ば
、
市
企
画
課
（
容
内
線
2
2

ユ
6
）
へ
ど
う
ぞ
。

還
暦
式
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
市
は
、
次
の
要
領
で
「
還
暦

式
」
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時
1
1
平
成
8
年
3
月
1
0
日

（
日
）
午
前
1
0
時
～

◇
会
場
1
1
市
中
央
公
民
館

◇
内
容
1
ー
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
、
式
典
、
み
ん
な
の
ス

「

テ
ー
ジ
（
歌
や
踊
り
、
芸
な
ど

募
集
中
．
．
自
薦
他
薦
を
問
い
ま

せ
ん
）

◇
対
象
1
1
昭
和
1
0
年
4
月
2
口

～
昭
和
1
1
年
4
月
1
日
生
の
方

◇
申
込
方
法
1
－
1
2
月
2
8
日
現
在

で
住
民
票
の
あ
る
方
に
は
、
は

が
き
で
ご
案
内
し
ま
す
．
．
登
録

さ
れ
て
い
な
い
方
で
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
2
月
9
H
ま

で
に
］
郵
便
は
が
き
」
に
住
所
、

2
月
の
相
談
日
程

交
通
事
故
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
2
月
2
2
口
（
木
）

　
　
　
　
1
0
　
3
0
～
1
4
一
3
0

　
と
こ
ろ
■
市
中
央
公
民
館

無
料
法
律
相
談

　
と
　
き
■
2
月
8
口
（
木
）

　
　
　
　
0
　
・
　
0
　
　
　
5
　
・
　
0

　
　
　
　
1
・
0
～
－
．
0

　
と
こ
ろ
■
社
会
福
祉
協
議
会

人
権
・
行
政
相
談

　
と
　
き
■
2
月
2
1
日
（
水
）

　
　
　
　
1
0
一
〇
〇
～
1
5
一
〇
〇

　
と
こ
ろ
■
市
中
央
公
民
館

年
金
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
2
月
1
3
日
（
火
）

　
　
　
　
1
0
　
0
0
－
1
5
一
〇
〇

　
と
こ
ろ
■
青
少
年
ホ
ー
ム

12月中の交通事故

　　　　　II向当分　．．内は前r月比

発生死亡負傷者物損事故
23件 1人　　　29人　　　l19件

（昏0）　 （±0）　 （一ト4）　 （一3）

一2月は飲酒運転絶滅月間です一

12

氏
名
、
生
年
月
1
一
を
記
入
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
1
1
市
社

会
教
育
課
（
容
内
線
2
4
2
3
）

　
　
．
」
注
意
く
だ
さ
い

　
電
話
が
不
通
に
な
り
ま
す

」
　
N
T
T
日
向
営
業
所
で
は
、

予
し
話
交
換
機
の
取
り
替
え
工
事

を
行
い
ま
す
．
工
事
の
際
、
約

3
分
間
程
度
、
竃
話
の
発
信
・

着
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

話
中
の
電
話
が
切
れ
た
り
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
一
、

　
ま
た
、
プ
ッ
シ
ュ
回
線
で
短

縮
ダ
イ
ヤ
ル
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
は
文
登
録
内
容
の
再
登
録
、

転
送
電
話
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
転
送
先
の
再
設
定
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
故
障
時
の
問
い
合
わ
せ
ば
、

局
番
な
し
の
1
1
3
番
へ
．

◇
工
事
日
時
1
1
2
月
1
5
日
（
木
）

午
前
2
時
ご
ろ

◇
対
象
局
番
1
1
5
3
、
5
4
局

行政相談、陳情・要望は

市民生活係へ

　目常生活の中で、お困り

のことやお悩みのことはあ
りませんか。

　市の相。炎窓口として市民

課市民生活係〔費内線21

391があり、陳情や要望、

市民牛活に関する問題など
の相。ソ、に応じています，

2月は飲酒運転絶滅月間

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
人
学
金
や
授
業
料
、
ア
パ
ー

ト
の
敷
金
、
家
賃
、
外
国
の
高

校
・
大
学
へ
の
朔
田
学
費
用
な
ど

入
学
時
や
在
学
中
に
必
要
と
な

る
資
金
を
融
資
す
る
公
的
制
度

と
し
て
、
国
民
金
融
公
庫
の
「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
校
1
1
高
校
・
短
大
・
大
学

・
大
学
院
・
専
修
学
校
・
各
種
学

校
亨
及
び
外
国
の
高
校
・
大
学

◇
融
資
限
度
額
1
1
励
万
円

◇
融
資
期
間
1
1
8
年
以
内
（
据

置
期
間
は
在
学
期
間
内
）

◇
返
済
方
法
門
元
利
均
等
毎
月

払
（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
払
も
可
能
）

◇
利
率
1
1
年
3
・
2
5
％

◇
問
い
合
わ
せ
H
国
民
金
融
公

庫
延
岡
支
店
（
容
0
9
8
2
一

33

P
6
3
1
1
）

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

道
路
規
制
に
ご
協
力
を

　
2
月
置
は
「
延
岡
西
口
本
マ

ラ
ソ
ン
」
「
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
マ

ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
一
．

こ
れ
に
よ
り
会
場
周
辺
で
道
路

規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．
、

《
延
岡
西
日
本
マ
ラ
ソ
ン
》

◇
日
時
0
2
月
1
8
日
（
日
）
㍗
前

11

桙
ｩ
ら
午
後
2
時

◇
コ
ー
ス
H
延
岡
市
役
所
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
、
原
町
交
差

点
を
折
り
返
し
の
国
道
1
0
写
線

《
ひ
ょ
っ
と
こ
マ
ラ
ソ
ン
》

◇
日
時
1
1
2
月
2
5
日
（
日
）
午
前

9
時
か
ら
午
後
1
時

◇
コ
ー
ス
ー
1
細
島
工
業
港
付
近

の
臨
港
道
路
、
港
の
森
公
園
か

ら
御
鉾
ケ
浦
海
岸
ま
で
の
道
路

愛
の
こ
寄
付
く
敬
称
略
v

社
会
福
祉
協
議
会
扱
分

　
　
1
2
月
3
1
日
現
在

《
香
典
返
し
》

黒 長 黒 武 木 橋 落 甲 相 柏 河 甲 日

イく 友 木 内 村 本 合 斐 馬 田 野 斐 高 故

徳 静 ヒ 房 和 ヤ 一 松 文 ｛一 栗 人

松 雄 デ 枝 飯 シ 夫 勲 子 子 一　　　噌 豊 f

．丁一 キ 弘 米 福 若 久 磯 美 キ

歳
島
茂 三

rl∫

隣
ゴ
． 美
升
健
疑
英
貞

代
」
’

弓
f
一 城
喪
主

籾 松 八 曽 切 仙 中 幸 畑 別 臼： 梶 地島 ユ、
111

［ 曙 良
イく 1京 坂 根 2 市 村 脇 浦 府 町 木 区

日向路だより
【北郷村】

第15回予納問地蔵

　　　　健康マラソン大会開催

　新春の「星降る地蔵の里」北

郷路を走る『皆納間地蔵健康マ

ラソン大会』が、2月4口（日）

午前8時から北郷村役場を発着

とするコースで行われます。
　種目1ま、l　km、3km、5km、10km

の部に分かれ、健康な方ならど

なたでも参加できます。

　参加料は1000円で、参加者全

員に参加賞と昼食、入賞者には

豪華な北郷村の特産品を準備し

ています。皆さんも、新春の北

郷路を走ってみませんか。

◇申込・問い合わせ＝北郷村教

　育委員会（倉62－6189）

諸塚村】

　　諸塚神楽の季節てす

　1月下旬から2月上旬は、県

の無形民俗文化財にも指定され

ている諸塚神楽の季節です。

　皆さんもぜひ一度ご覧になっ

てください。

◇部下神楽＝1月27日（土1～28

　口（日）　戸下地区

◇南川神楽＝2月3日　（土）一

　4口（日）　南川松原地区

【椎葉村】

　　巨木の森に木工芸施設

　大杉・大ヒノキや周りに巨樹

を有する椎葉村十根川地区は
「巨木の森」として整備が進ん

でいます。　今春完成するのが、

木工芸体験施設。だれでも手軽

に木とふれあえる場所となる予

定です。神楽面などの製作に挑

戦してみてはいかがでしょう
か。

　また、同地区には、交流宿泊

施設も完備されることになって
います。
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育ってね
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1

　　当選人を定めるにあたり得票数が同じ○ある時
’．

@は、選挙会にお○て、選挙長がくじO定める。

　　　　　　　　　　　（法第95条の2項）当選人　、

　上の○にはどんな文字があてはまりますか？答え

をハガ‡に書いて　〒883日向市本町10番5号　日　・

向市役所選挙管理委員会あて2月10日までにお出し

ください。正解者多数のときは、抽選で3人の方に　’

記念品をさしあげます。

　なお、ハガキには住所・氏名・年齢と電話番号を

はっきり記入してください。

■　　12月号は「挙」「め」「見」が正解で、応募14人、

　　正解14人でした。抽選の結果次の方に記念品を差し

　　上げます。（敬称略）

　　↓木田　京子（松　原）　②永友　綾子（伊勢ケ浜）　、

　　琶浜野未来子〔切島山2）
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＼慢

．ニモゴ■■

　　齢愛さん（20歳）

る映画は・

て鶏騨継，・m・．ヨーロソバに啄
みナこいと思いま9

料理教室ペパーミント　⑫

　私たちは、」r成2年に中央公民館講座のお菓子

教室として発足したグループてす、講座閉講後も

同じメンバーで料理教室として活動しています

料理教穴と．言っても堅．呂二しいものではなく、料理

の好きなものが集まって、楽しく料理を作ってい

るという感じてす．

　現在、メンバーは18人で、月に1同［i1央公民館

で活動しています料理は、和洋中とさまざまで、

必ずデザートも作っています

　料理が好きなあなた、私たちと　・緒に楽しく料．

理してみませんか．問い合わせば、市中央公民館

〔容53－68671へ
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すごやか広場
市民健康管理センター（倉内線2181・2182）

●乳幼児の健康診査 ●保健婦だより

　3か月児健診（毎月第2・4金曜日）
日　時…◇2月9日、23卜i　l3：00～13：30’受付’

場　所◇日向市健康管理；1「〔盈内線2181・2182，

対　象◇平成7年ll月生まれ

　7か月児健診（毎月第3金曜日）
H　時◇2月16日　　　　13：00～14；00受付

場　所◇日向市健康管理誉「（麿内線2181・2182）

対　象◇平成7年7月生まれ

　1歳児健康相談（毎月1回）
ll　時…◇2月14口（水）　　9：30～10：00’妥：付

場　所◇口向市健康管理写r（a内線2181・2182）

対　象◇平成7年1月生まれ

　1歳6か月児健診（毎月1回）
日　時◇2月15日（木／　　13：00～M；00受付

場　所◇B向市健康管理笥（倉内線2181・2182）

対　象◇平成6年7月生まれ

　3歳児健診
ll時◇2月211（金）　13：00～14：00受付

場　所◇H向市健康管理亨∫．（雪内線2181・2182／

対　象◇平成4年10月生まれ

●2月の休日在宅医

3か月児・アか月児健康診査
，　　　

身　f
仁
　
L

享
　

1
　
．
　
ξ
E
l i」　　　　　旨　　身　
正
乏　　　r　　　イ

牛
こ
　

暇
　 ：

・問　　診
（保健婦か、おけさんから乳児の発達について、聞き1『疋りをします）

．　ノ」、シ巳手＝ト1ンミ置参寓ミ

・集lj甘旨㍉尊

僻皐魁獅
1歳児健康相談
・身体計測　　　・問診

・育児樹談
　1育児．3；防接種について，

・栄養指導

（油注繕に蟹り

1歳6カ月児・3歳児健康診査

・身体計測・問診

・内科診察
・歯二上参寓｛・集け三日，隼

※母子健康手帳も忘れずに〃

4日
柳田医院（産婦人科君522950）田中医院（内・小児科含522515）

ｦ和病院（精神・神経科容542806）

ll口
鮫島医院（整外・理学診療科雪528191）　吉森医院（内・胃腸科

≠T24046）　永田医院（産婦人科0523388）

12日

古賀内科胃腸科（内・胃腸科君528118）　二二医院（耳鼻・咽喉

ﾈ容520266）大久保医院（外・胃腸科倉525338）白石病院（内・

冝E呼吸器科容631365）

18口

向洋クリニック（泌尿器科雪525488）　出中病院（内・放・精神・

_経科雪632211）　日向内科（内・小児・胃腸科君520880）　篠

ｴ医院（産婦・肛門科0631059）

25日

　　　・Oケ尻医院（酒外・理学診療科容525557）　康田医院（産婦人科

N537788）　松岡医院（内科a525407）　沼田医院（皮・泌尿器

ﾈ5523785）

薬は両刃の剣

　おIE月も過ぎましたが、食べ過

ぎ、飲み過ぎで胃腸薬のお世話に

なった人もいるのではないでしょ
うか。

　「薬は両刃の剣」です、

　薬は、多くの人を病の苦しみか

ら救い命を守ってくれますが、時

には人を副作用で．苫しめたり、命

さえも奪ったりしてしまうことが

あります，用法、用量を守ってIE

しく使うようにしましよう．、

　特に慢性疾患で治療中の人は、

大衆薬でも体に影響を与一える町能

性のある薬がありますので、必ず

医師と相占炎して薬を使うようにし

ましよう、

　また、自分の使っている薬の副

作用について知っておくことも大

切なことです。分からないときは、

かかり付けの薬局に聞いてみるの

もいいでしょう．

　薬を上手に使って、生活に役立

てましょう。

●2月の献血日程

GIVE　BLOOD　SAVE　LIFE

献血は心の贈りもの

5日〔月｝日向高校10＝OD～16：00

16日㈹九　電　工8＝00～9＝30

　　　宮崎太陽銀行日向支店　10＝00～13＝00

　　　宮崎県総合庁舎1430～16：00

19日｛月｝　日向市役所（成分）10：00～15：40

・三・当番医が変ることかあります、テレホンサービス（容53－1214）で確認を＝

編
集
後
記

◎
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す
。

　
さ
て
年
明
け
早
々
、
新
聞
記

者
の
方
が
転
勤
し
て
行
き
ま
し

た
。
そ
の
記
者
の
方
が
在
任
中
、

よ
く
私
に
「
1
0
年
後
の
日
向
市

は
か
な
り
変
わ
っ
て
い
る
よ
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
末
、
日
向
市
駅
連
続
立

体
交
差
事
業
と
放
送
大
学
の
誘

致
が
国
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
記
者
の
言
葉
ど
お
り
、
1
0
年

後
の
日
向
市
は
、
さ
ら
に
魅
力

あ
る
町
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
〈
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V
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広
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